
治療満足度（2005年）別にみた新薬の承認状況（2006～2007年）

注：上記対象疾患に該当しない新薬は含まれていない。
出所：PMDAホームページ、政策研ニュースNo.21「新薬の開発・上市と治療満足度の変化」 （医薬産業政策研究所）をもとに作成。
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近年、アンメット・メディカル・ニーズの高い疾患（治療満足度の低い領域など）に対応する新薬が
数多く承認されてきている。



治療満足度（2005年）別にみた新薬の開発状況（2008年9月時点）

出所：医薬産業製政策研究所（2008年9月作成）

注：2007年国内医薬品売上高上位20社（アステラス、アストラゼネカ、アボット、エーザイ、大塚、小野、グラクソ・スミスクライン、サノフィ・アベンティス、塩野義、第一三共、
大日本住友、大鵬、武田、田辺三菱、中外、日本ベーリンガー、ノバルティス、バイエル、万有、ファイザー）の開発品をピックアップした。
開発品の情報は、2008年9月時点で、各社がホームページで公表している情報、または、製薬協ホームページ「開発中の新薬」に各社が登録している情報に基づき、
第I 相～申請中の新有効成分含有医薬品、あるいは、新効能医薬品とした。
開発品は258品目あり、このうち、175品目（のべ212品目）が2005年度の治療満足度調査の対象となった60疾患に関連するものであった。
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製薬企業はアンメット・メディカル・ニーズの高い疾患に対応する新薬の開発に積極的に取り組んでいる。

26

8

8
7

6

1

7

5

5

3

7

42

9

13
2

3

12

4

64

33

3

6

32

2

2

6
4

2

4

1

9

3

2

2

3

2

1

1

2

1

1

1

1

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

消化性潰瘍

高血圧症

狭心症

結核

高脂血症

痛風

子宮筋腫

胃癌

大腸癌

乳癌

前立腺癌

喘息

心筋梗塞

前立腺肥大症

緑内障

糖尿病

不整脈

心不全

てんかん
ｱﾚﾙｷﾞｰ性鼻炎

機能性胃腸症

白血病

子宮癌

肝癌

うつ病

不安神経症

関節ﾘｳﾏﾁ

子宮内膜症

ｱﾄﾋﾟｰ性皮膚炎

骨粗鬆症

慢性B型肝炎

ﾊﾟｰｷﾝｿﾝ病
慢性C型肝炎

MRSA

統合失調症

COPD

エイズ

炎症性腸疾患

脳梗塞
ﾈﾌﾛｰｾﾞ

IBS

SLE

過活動膀胱

慢性糸球体腎炎
乾癬

じょくそう

脳出血

慢性腎不全

腹圧性尿失禁

睡眠時無呼吸

糖尿病性網膜症

肺癌

加齢黄斑変性

ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ病

多発性硬化症

糖尿病性腎症

肝硬変

糖尿病性神

経障害

血管性痴呆

変形性

関節症

16品目（7.5%） 75品目（35.4%）

34品目（16.0%）

治療の満足度

治
療
に
対
す
る
薬
剤
の
貢
献
度

87品目（41.0%）


